（議案第１号）　　　平成２９年度事業報告書
特定非営利活動法人　生活習慣病防止に取り組む市民と医療者の会
１　事業の成果
平成29年度は、ほぼ例年通りの事業に加え、メンタルヘルスや高齢者のフレイル（虚弱）の問題を採りあげた。なお、年度末現在の正会員数は191名であった。
(1) 調査・情報事業：ホームページの内容を充実させ、生活習慣病に関する情報を会員および一般市民に提供するとともに当会の活動状況を紹介した。
(2) 講演会・セミナー等開催事業：総会開催時のフォーラムで「生活習慣とメンタルヘルス」および、２月にフォーラム「メタボからフレイルへ、超高齢社会の課題をいかに克服すべきか」と題した特別講演と併せて糖尿病関連の講演を自主開催した。また、行政および医療関係団体などからの要請に応え、出前講演、セミナーなどを実施した。
(3) 連携・協力事業：医療関係団体や行政機関と連携を保ちながら、諸会合に参加して専門的な立場から意見を述べ、提言を行うなどの活動を行った。前年に引き続き、ＺＯＺＯマリンスタジアムでバックスクリーンの電光掲示板によるメッセージ発信を行うとともに、入場ゲート付近で血糖値検査・運動機能テスト・健康相談などを含む一般市民への啓発を行った。
(4) 関連事業：小象の会会報２３号と２４号を発行し、会員や関係機関および一般市民に向けて情報を提供した。さらに学会などの場で会の組織・活動状況の広報を行った。また、当会の活動が2017年度コープみらいくらしと地域づくりの助成対象に選ばれた。
２　事業の実施に関する事項
	事業名
	事業内容
	実施
日時
	実施
場所
	従事者
の人数
	受益対象者の範囲
および人数
	支出額
(千円)

	調査・情報事業


	1 ホームページ及びブログを活用して会の活動の概況や生活習慣病に関する情報を発信
2 糖尿病通信6号印刷・配布
	通年
11月

	全国
全県

	3名
3名

	会員･医療関係者・
一般市民
会員・市民へ啓発資料として
	305


	講演会・セミナー等開催事業
	1 フォーラム（講演会）2件の開催
2 出前講演等13件
	5月
2月
通年
	千葉市内
県内各地
	25名
10名
	会員一般市民228人
学校関係者等1120人
	549

	連携・協力事業
	1 共催および参画イベント10件（詳細別表）
2 野球場での告知・啓発活動3回
	通年
５・７９月
	千葉･習志野の各市、放送局
ZＯＺＯマリンスタジアム
	約20名
約70名

	一般市民
医療関係者
行政関係者
	359

	関連事業
	1 会報の発行
第23号3000部
第24号2000部
2 マスメディア向け
	5月
12月
通年
	事務局など
	10名
	会員･医療関係者･
一般市民
	403


